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2016年熊本地震により影響を受けた高速道路網の日交通量データを入手し，時空間的な変動を可視化す
るとともに高速道路機能の分析を行った．本震直後に熊本・大分両県で交通が寸断されたが，5 月中旬以
降にほぼ地震前の水準まで回復した．次に，地震後の初動対応・復旧の動向・通行状況の把握を目的とし
て，日平均走行速度に着目した．また，高速道路のネットワーク施設水準・機能水準を表す 3 種類の指標
を算出した．施設水準は，九州自動車道と大分自動車道で平常時より約 60～100%，機能水準は同約 50～
80%低下した．その後，各指標とも約 2～3 週間でほぼ地震前の水準まで戻った．阪神・淡路大震災およ
び東日本大震災との事例間比較を行った結果，機能水準は施設水準をほぼ一貫して下回っており，ネット
ワーク復旧の完結後にようやく地震前の水準に回復することが明らかとなった． 
 

     Key Words : The 2016 Kumamoto Earthquake, highway networks, traffic volume, functional damage, 
restoration process, spatio-temporal analysis, network performance measures  

 
 
1. はじめに 
 
 平常時の高速道路の役割として，自動車による広域・
大量・高速な輸送のための交通手段であることが挙げら
れる．一方，災害時に高速道路の通行止めが発生すると，
渋滞や迂回交通を引き起こし，緊急輸送や社会経済活動
に影響を及ぼす．将来の防災対策を考える上で，事前対
策により被害を防止することが最善ではあるが，被災し
た場合には被害を最小限にとどめ，迅速な復旧を行いネ
ットワーク機能の回復に努めることが必要である．その
ためにも，被災時の災害対応や交通機能の実態を把握す
ることが重要である． 
 これまでに，内陸活断層地震による都市災害の典型例
である阪神・淡路大震災と海溝型巨大地震による広域巨
大災害の典型例である東日本大震災について道路事業者
や国土交通省などにより，被害・復旧情報や災害対応に
関する情報が発信され例えば 1)-3)，高速道路網の自動車交通
量のデータ収集・分析が行われてきた 4),5)． 

2016年熊本地震では，観測史上初めて短期間に震度 7

が 2回観測され（4月 14日 21時 26分，MJMA=6.5および
4月 16日 1時 25分，MJMA=7.3．以降，それぞれ前震お
よび本震と表記）6)，九州地方の高速道路網も甚大な被
害を受けた 7)-10)． 
本研究では，2016 年熊本地震における被災地および
その周辺の高速道路網を対象として，施設被害・災害対
応状況・復旧状況と自動車交通量の時空間的変動の関係
を調べ，これに基づいて高速道路機能の分析を行う． 
 以下，2.では分析対象路線と使用データ，2016年熊本
地震による道路被害と交通規制延長および復旧状況を示
す．3.では 2016 年熊本地震発生前後の自動車交通量デ
ータを整理し，時空間的な変動を可視化する．4.では，
高速道路のネットワーク施設水準・機能水準 4)を用いて
2016 年熊本地震に関する評価を行い，阪神・淡路大震
災や東日本大震災の評価結果 5)と比較する．5.では，本
研究で得られた主な成果と今後の課題について述べる． 
  



 

 

2. 2016 年熊本地震における高速道路の被災・復
旧に関するデータ収集・整理 

 
(1) 対象路線と用いたデータ 
 本研究では，NEXCO 西日本管内の九州支社の高速自
動車国道道路および主要な一般有料道路と自動車専用道
路を分析対象とする．対象路線は，九州自動車道，九州
道加治木支線，関門自動車道，九州中央自動車道，東九
州自動車道，大分自動車道などの計 15路線である（図-
1）．インターチェンジ区間・ジャンクション区間（以
降，IC 区間）は合わせて 121 区間，延長距離は計
994.0kmである．対象期間は 2016年熊本地震の発生当日
を含む 9か月間（1月 1日～9月 30日）とした．高速道
路の路線情報については，国土交通省国土政策局の「国
土数値情報ダウンロードサービス 11)」の「高速道路時系
列（データ時点：平成 26年度）」を用いた．なお，平
成 26年度以降の開通区間は，文献 12)-15)を参考に補った． 
 
(2) 地震による被害と交通規制延長および復旧状況 
 前震では，土工部盛土法面の崩落，土工部路面陥没，
段差，隆起などの被害が発生した 10)．また，本震による
主な被害は 7路線（約 599km）に及び，橋梁部ジョイン
トの段差 4脚，跨道橋の落橋・桁ずれ，法面の土砂崩落
などが報告されている 9)． 
前震および本震の発生に伴う高速道路の規制延長距離
を図-2 に示す．前震直後，九州自動車道を中心として
延長約 152.9kmの通行止め措置がとられた．翌 15日 1時
10分には，九州自動車道の益城熊本空港 IC～松橋 IC間
を除いて緊急車両が通行可能となり，通行止め延長が約
38.7kmまで短縮された．しかし本震により，九州自動車
道だけでなく大分自動車道にも大きな影響が及び，通行
止めは 529.1kmまで延びた．その後，順次通行止めが解
除され，九州自動車道が 4月 29日 9時 00分に全区間開

通した．さらに，大分自動車道の湯布院 IC～日出 IC間
が 5月 9日 22時 40分に開通したことで，九州地方の高
速道路が全面的に通行可能となった．ただし，全区間が
開通してからも路面等の復旧工事のため，終日車線規制
（片方向 1車線通行）が行われていた 9),16),17)．その後，
大分自動車道の湯布院 IC～日出 JCT間は 9月 15日に解
除され，九州自動車道の益城熊本空港 IC～松橋 IC間は
2017年 4月 28日までに解除された． 
 
 
3. 2016 年熊本地震における自動車交通量の基礎

的分析 
 
(1) 自動車交通量の短期的推移 

2016 年熊本地震発生に伴う交通規制が，交通量に及
ぼした影響を時空間的に見る．まず，九州自動車道（門
司 IC～田上ランプ間）と大分自動車道（鳥栖 JCT～大分
米良 IC間）の断面交通量（上下線の交通量の合計値）
の推移をそれぞれ図-3，図-4に示す．前震発生当日は，
21時 26分までの交通量データを含むため，交通量の減
少はあまり見られない． 
図-3(a)では，九州自動車道の植木 IC～八代 IC間にお
いて，4 月 15 日の日平均交通量が地震前より大きく低
下している．図-3(b)では，大型連休に向けて復旧が進め
られたことで部分的に規制解除が進み，前述の区間の交
通量が徐々に回復している．図-3(c)では，熊本 IC～松橋
IC 間を除き，交通量がほぼ地震前の水準まで回復した．
参考までに 9月 14日の交通量も示す． 
図-4 を見ると，大分自動車道では，前震による被害
がなかったため，4 月 15 日の交通量が前日と比べて
50%増加した．しかし，本震により日田 IC～大分 IC間
が通行止めとなった影響で，通行可能な隣接区間（鳥栖
JCT～日田 IC，大分 IC～大分米良 IC間）においても急

 

   
 図-1 対象路線（通行止め区間も併記） 図-2 2016年熊本地震における高速道路の交通規制の延長距離 



 

 

激に交通量が減少した．4 月 17 日以降は開通区間が広
がるとともに交通量が回復傾向にある．全線開通から約
1週間後の 5月 18日には地震前の水準を上回っている． 
次に，2016 年熊本地震における高速道路の自動車交
通量と内数としての大型車交通量の時空間分布を図-5
に示す．本震発生直後には九州自動車道および大分自動
車道の多くの IC間で通行止めとなったため，交通量が
全体的に大幅に減少した．4 月 17 日には交通規制の延
長距離が 107.2kmまで短縮されたが，両自動車道とも交
通量の増加は見られなかった．その後は交通量が徐々に

回復している．これは，物資輸送車が 4月 19日から九
州自動車道（植木 IC～益城熊本空港 IC間）で通行可能
となったことが寄与したと考えられる．九州自動車道
（益城熊本空港 IC～松橋 IC区間を除く）では 5月 11日
に，大分自動車道では 5月 18日に，それぞれの交通量
が地震前の水準まで回復した． 
地震後の初動対応および復旧動向の把握を目的として，
各自動車道の大型車交通量の推移をみる．九州自動車道
では，地震後の復旧・復興支援を目的とした大型車交通
量の明確な増加は認められなかった．一方，大分自動車

    
 (a) 4月 12日～4月 18日 (a) 4月 13日～4月 18日 

   
 (b) 4月 19日～5月 2日 (b) 4月 19日～4月 30日 

   
 (c) 5月 5日～9月 14日 (c) 5月 2日～9月 14日 
 図-3 2016年熊本地震における 図-4 2016年熊本地震における 

 九州自動車道（門司～田上ランプ IC間）の 長崎自動車道（長崎～鳥栖 JCT間）と 
 上下線合計線の自動車交通量 大分自動車道（鳥栖 JCT～大分米良 IC間）の 

 （空欄は上下線のいずれかまたは両方が欠測） 上下線合計線の自動車交通量 
  （空欄は上下線のいずれかまたは両方が欠測） 
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道と宮崎県内の東九州自動車道では，前震翌日と 4 月
17 日以降に大型車交通量が増加した．これは，自衛隊
の広域支援や日本赤十字社による確実な物資供給を実施
するために利用された影響 18)と考えられる．ただし，こ
の影響は九州地方全体でみると限定的である． 

 
(2) 自動車交通量の2ヶ月間（4月～5月）の推移 
地震後の交通の流れの変化および代替ルートを把握す

ることを目的として，地震前後 2ヶ月間（4月～5月）
の自動車交通量について分析・考察を行う．九州自動車
道においては図-6(a)に示すように，被災地近傍（①～
⑤），被災地への主要アクセス道路（⑥～⑩）という観
点から 10IC区間を対象とした．大分自動車道において
は被災地近傍（⑪～⑮），被災地への主要アクセス道路
（⑯～⑳）の 10IC区間を対象とした（図-6(b)）． 

   
 (a) 4月 13日 (b) 4月 15日 (c) 4月 16日（本震当日） 

   
 (d) 4月 17日 (e) 4月 19日 (f) 4月 21日 

    
 

 (g) 4月 29日 (h) 5月 11日 (i) 9月 14日 
図-5 2016年熊本地震における高速道路自動車交通量と大型車交通量（赤色）の時空間分布 

 



 

 

 両自動車道における交通量の地震前後 2ヶ月間の推移
を図-7，図-8に示す補注(1)．九州自動車道における被災地
近傍（区間①～⑤，図-7(a)）では，区間②～④で急激に
交通量が減少した．一方，区間①では本震後に交通量が
増加しているが，区間⑤ではほぼ変化していない．この
ことから，物資輸送が主に九州地方の北側から行われた
と推察される（海上からの支援物資が熊本港・三角港を
中心として行われたこと 7)との関連が考えられる）．そ
の後は，被災区間の両端から復旧が進められるにしたが
って交通量が回復している．九州自動車道では，通行止
めが解除された 4月 29日以降に交通量が急増し，大型
連休中は増加傾向にある．ただし，大型連休終了後は通
常の水準に戻った（区間①では，緊急車両が少なくなっ

たことから減少傾向にある）．被災地への主要アクセス
道路（区間⑥～⑩，図-7(b)）では，交通量の週間変動が
みられるものの，本震直後から大型連休まで増加傾向に
ある．一方，区間⑥⑨では交通量が地震前後でほぼ一定
であることから，復旧時にはあまり活用されていなかっ
たと考えられる． 
次に，大分自動車道および東九州道日出線における被
災地近傍（区間⑪～⑮）の交通量を図-8(a)に示す．4 月
15日には，前震当日と比べて交通量が 1.3～2.2倍に急増
したものの，本震に伴う通行止めで交通量は急激に減少
した．その後は，区間⑪⑭，⑮，⑬の順に通行止めが解
除されるにつれて，交通量が徐々に回復する傾向にある．
大型連休が終了すると平常時の水準よりやや低くなった

   
 (a) 九州自動車道 (b) 大分自動車道 

図-6 各自動車道における「被災地近傍（赤色）」「被災地への主要アクセス道路（黄色）」の概略的な IC位置 

  

   

 (a)被災地近傍，図-6(a)の区間①～⑤ (a) 被災地近傍，図-6(b)の区間⑪～⑮ 

   

 (b) 被災地への主要アクセス道路，図-6(a)の区間⑥～⑩ (b) 被災地への主要アクセス道路，図-6(b)の区間⑯～⑳ 
 図-7 2016年熊本地震における九州自動車道の 図-8 2016年熊本地震における大分自動車道の 

交通量の推移（4月 1日～5月 31日） 交通量の推移（4月 1日～5月 31日） 
 （空欄は上下線のいずれか又は両方が欠測） （空欄は上下線のいずれか又は両方が欠測） 
 

①【九州自動車道】広川IC～八女IC
②【九州自動車道】植木IC～熊本IC
③【九州自動車道】熊本IC～益城熊本空港IC
④【九州自動車道】宇城氷川スマートIC～八代IC
⑤【九州自動車道】えびのIC～えびのJCT
⑥【東九州自動車道】加治木JCT～隼人西IC
⑦【長崎自動車道】東脊振IC～鳥栖第2 IC
⑧【大分自動車道】鳥栖JCT～筑後小郡IC
⑨【宮崎自動車道】えびのJCT～小林IC
⑩【九州自動車道】筑紫野IC～鳥栖JCT
⑪【大分自動車道】杷木IC～日田IC
⑫【大分自動車道】湯布院IC～日出JCT
⑬【大分,日出速見支線】日出JCT～速見IC
⑭【大分自動車道】大分IC～大分光吉IC
⑮【東九州道日出線】安心院IC～大分農業文化公園IC
⑯【東九州自動車道】大分米良IC～大分宮河内IC
⑰【九州自動車道】筑紫野IC～鳥栖JCT
⑱【長崎自動車道】鳥栖第2IC～東脊振IC
⑲【東九州道日出線】宇佐IC～院内IC
⑳【日出バイパス】日出IC～速見IC
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ものの，5月 9日に区間⑫が開通したことにより大分自
動車道が全線開通した．区間⑫の交通量が大幅に増加し
ただけでなく，区間⑪，⑬～⑮の交通量もほぼ地震前の
水準まで回復している．図-8(b)の被災地への主要アクセ
ス道路（区間⑯～⑳）では，本震直後に全区間で交通量
が減少したが，ごく限定的なものであった．その後の交
通量は地震前に近い水準で推移している． 

 

(3) 日平均走行速度に関する考察 
前節まで自動車交通量（上下線の合計値を使用）に関
する考察を行った．本節では，地震前後の日平均走行速
度の推移に注目する．日平均走行速度に関しては，土地
の形状や上下線片側のみ交通規制が行われたなどの理由
から，上下線を区別して扱うこととした．ただし，一部
区間については異常値が含まれている可能性がある． 
九州自動車道で通行止めが比較的長期化した区間（植
木IC～八代IC間）を含む4区間（図-9）を対象として，
日平均走行速度の推移を図-10(a)～(d)に示す．菊水IC～
植木IC間（図-10(c)）では，上り線で15km/h程度，下り
線では最大80km/hも日平均走行速度が低下した．南関IC
～菊水IC間（図-10(b)）では，上り線で10km/h程度，下
り線では最大70km/h程度日平均走行速度が低下した．さ
らに北側の八女IC～広川IC間（図-10(a)）まで離れると，
通行止めによる日平均走行速度の低下は見られない．こ
のように通行止め区間から離れるにつれて，日平均走行
速度の低下が緩和される傾向にある．次に図-10(c)より
南側に位置する御船IC～松橋IC間（図-10(d)）に着目す
る．データ欠損のため，図-10(a)～(c)と同様の考察はで
きないものの，地震後の日平均走行速度が地震前よりも
15km/h程度低下した．これは，前震・本震に伴う嘉島
JCT～松橋IC間の路面変状の影響が大きいと推察される．
なお，益城熊本空港IC~嘉島JCT間の終日対面通行規制17)

により，当該区間を通行する際には一旦停止及び20km/h
の速度規制が行われていた19)． 
大分自動車道で本震翌日以降も通行止めであった九重

 
図-9 日平均走行速度の推移に着目する 

IC区間の概略的な位置 
（各丸印が，図-10の各 IC区間に対応） 

 
(a) 九州自動車道，八女IC～広川IC間（図-9の●） 

 
(b) 九州自動車道，南関 IC～菊水 IC間（図-9の●） 

 
(c) 九州自動車道，菊水 IC～植木 IC間（図-9の●） 

 
(d)九州自動車道，御船 IC~松橋 IC間（図-9の●） 

 
(e)大分自動車道，九重 IC～湯布院 IC間（図-9の●） 

図-10 日平均走行速度の推移（4月1日～5月31日） 
（空欄は，上下線のいずれかまたは両方が欠測） 
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IC～湯布院IC間（図-9）についての日平均走行速度の推
移を図-10(e)に示す．本震直後に，平均で約6%走行速度
が低下したが，約2週間で地震前の水準まで回復した．
湯布院IC～日出JCT間（日平均走行速度データ欠損のた
め図示できず）では，2.(2)で述べたように終日対面通行
規制16)が行われていたものの，周辺区間における日平均
走行速度の低下はほぼなかった．また，対象期間を通じ
て，上下線の日平均走行速度に差が生じているのは，地
形的な理由であると考えられる． 
全般的な傾向として，地震に伴う日平均走行速度の低
下は，大分自動車道よりも九州自動車道のほうが顕著で
あった．この理由として，3.(1),(2)から各自動車道の交
通量の多寡（図-5）や交通容量の余裕の有無が大きな要
因として推察される．九州自動車道と大分自動車道は，
ともに4車線であるが，平常時の交通量が多い九州自動
車道では，交通容量の減少に伴って容易に渋滞が発生し，
平常時から交通容量に余裕のある大分自動車道では，日
平均走行速度に対する影響がほぼなかったと考えられる． 

 
 

4. ネットワーク施設水準・機能水準4)を用いた地
震間比較 

 
(1) ネットワーク施設指標と機能指標4) 
施設の復旧状況と自動車交通量に基づいて，以下に示
す3種類の指標4)によってネットワーク全体の施設水準と
機能水準を算出して複数の地震間で比較する． 

a) 通行開放区間数N（区間）：通行可能な区間数 
b) 通行開放区間の延長距離L（km）：通行可能な区
間の距離の総和 

c) 区間自動車交通量×区間距離の総和V（台km）：
区間自動車交通量とその区間距離の積の総和 

通行開放区間数Nおよび通行開放区間の延長距離Lは，
いずれも施設の状態のみに基づくもので，施設水準を表
す指標としている．これに対して区間自動車交通量×区
間距離の総和Vは延べ自動車輸送キロに相当し，高速道
路の機能を反映していることから，機能水準としている． 
 
(2) 2016年熊本地震を対象とした評価結果 
図-11はそれぞれ施設指標N，Lと機能指標Vを地震前
後を含む2ヵ月間について算出し，地震前の104日間の平
均値で正規化して0～1（平常時）で表したものである． 
図-11(a)は，九州自動車道（鳥栖JCT～加治木JCT間）
の評価結果である．前震と本震に伴い，N，Lが大きく
低下した．翌17日にはN，Lが地震前の80%前後まで回復
した．その後は，横ばいの状態が続き，約3週間後に地
震前の水準まで回復した．一方，機能水準Vは，前震翌
日に大きく低下した補注(2)．その後Vは4月29日に全区間が

復旧するまで，N，Lを大きく下回っており，施設水準
と比較して回復が遅い． 
図-11(b)は，大分自動車道（鳥栖JCT～大分米良IC間）
の評価結果である．九州自動車道とは異なり，前震によ
る被害はなかったため，本震直後に各指標とも急激に低
下した．N，Lは，一部の期間を除き，本震後の九州自
動車道と同様の傾向を示している．Vについては，前震
翌日に増加したが，本震に伴い急激に減少し，29日まで
N，Lを大きく下回っている．また，大型連休期間を除
くと，5月9日22時40分に全区間開通するまでVは平常時
の水準を下回っている． 
図-11(c)は，図-11(a)と図-11(b)を合計した区間の評価結
果である．N，Lは，前震と本震でそれぞれ平常時に比
べて約40～90%低下した．本震翌日には，平常時の約
80%まで回復したものの，対象区間が同100%になったの
は前震から25日後であった．前震当日のVは平常時とほ
ぼ変わらず，本震当日に平常時と比べて約60%減少した
補注(3)． 
前震では，通行止めとなった路線数・区間数が少なく，
迅速に復旧したことと走行可能な路線で交通量が増えた
ことからVはあまり低下しなかった．一方，本震では多
数の路線で通行止めが発生したが，N，Lは比較的早期
に回復した．一方で，連続で通行可能な区間が少なかっ
たためVが低下した状態が続き，交通機能の回復が遅れ
たと考えられる．ここから，見かけ上N，Lが回復して
もそれが断片的であった場合，Vの回復に繋がらないこ
とが明らかとなった． 

2016年熊本地震におけるVは，見かけ上は前震発生か
ら約2週間で地震前の水準まで回復したようにみえる．
しかし，復旧・復興および大型連休による交通需要の増
加の影響を除外すると，実際に地震前の水準に戻ったの
は前震から約3週間後であったと考えられる． 
 
(3) 阪神・淡路大震災と東日本大震災を対象とした評
価結果5)と2016年熊本地震との事例間比較 
図-12に，阪神・淡路大震災と東日本大震災の前後に
おける高速道路網の施設・機能水準の推移5)を示す．自
動車交通量は，阪神・淡路大震災では月平均日交通量で
あるが，東日本大震災および2016年熊本地震では日平均
交通量である点が異なる．また，ネットワーク対象範囲
の設定次第で各指標の値が変化するため，単純な比較は
できないことに留意が必要である． 
図-12(a)は，阪神・淡路大震災を対象として，4.(1)の
指標を1994年10月～1996年10月の25カ月間において算出
し，地震前の3カ月間の平均値で正規化したものである．
ただし，対象とした道路ネットワークの範囲は，文献4)

の対象路線のうち，阪神高速道路（3号神戸線・5号湾岸
線・7号北神戸線・16号大阪港線の各全線），中国自動



 

 

車道（吹田JCT～吉川JCT），名神高速道路（吹田JCT～
西宮IC）に限定した．NとLは，地震後に大きく低下し
た後，復旧の停滞時期が1年間以上続いている．一方，
Vは1995年7月まではNおよびLを大きく下回っており，
断片的復旧が必ずしも機能的回復に結びつかなかったこ
とを反映している．しかしその後，5号湾岸線と7号北神
戸線への迂回交通が漸増したことに呼応するように漸増
傾向を示し，1996年3月以降は，NおよびLにほぼ近い値
となっている． 
図-12(b)は，東日本大震災を対象として，4.(1)の指標
を2011年3月1日～4月15日の1.5カ月において算出し，地
震前の10日間の平均値で正規化したものである．対象と
した道路ネットワークの範囲は，東北自動車道，常盤自
動車道，磐越自動車道，東関東自動車道，北関東自動車
道，仙台北部道路，仙台東部道路，三陸自動車道，青
森・八戸・秋田・山形自動車道などの計42路線5)である．
N，LとVは，見かけ上，阪神・淡路大震災とほぼ同様の
傾向を示す補注(2)．しかし交通量の回復は早く，わずか約

2週間でほぼ震災前の水準に達している．復旧に長期間
を要するような高架橋の甚大な被害がなかったこと，交
通開放が断片的ではなく，高速道路網のほぼ全体にわた
って迅速に進められたことが挙げられる．この2点が，
阪神・淡路大震災の事例との最大の相違点であるといえ
よう．また余震・誘発地震による影響は，N，Lの一時
的な低下として表れているが，ごく短時間の交通規制で
あったため，Vについては大幅な減少は見られない． 
図-11(a)と図-12を比較すると，3指標とも類似した挙
動を示している．図-11(b),(c)におけるN，Lについては図-
11(a)や図-12と同様の傾向を示している．一方，図-11(b)
のVに関してはN，Lが回復する前に震災前の水準に達し
ている．これは，通行止めが解除される前に大型連休を
迎えたことによるものであり，大型連休終了後は再びN，
LよりもVの値が下回っている．3地震を比較した結果，
N，Lが回復しなければ，Vが地震前の水準に達すること
はないことが明らかとなった． 
施設水準N，Lについては，高速道路施設の復旧を直
接表したものであるが，機能水準Vは，施設機能を満た
していることはもとより交通需要の増減や地域性，交通
のネットワーク機能など多くの要因が関係している．こ
のため，復旧の予測をするときには可能な限り多くの要
因を考慮する必要がある． 
  

 
(a) 九州自動車道（鳥栖JCT～加治木JCT） 

 
(b) 大分自動車道（鳥栖 JCT～大分米良 IC） 

 
(c) 九州自動車道と大分自動車道の合計 

図-11 2016年熊本地震における高速道路網の 
    施設・機能水準の推移（日平均交通量） 

 

 
 (a) 阪神・淡路大震災（月平均日交通量に基づく）

 
 (b) 東日本大震災（日平均日交通量に基づく）

図-12 震災下における高速道路網の 
 施設・機能水準の推移の比較5) 
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5. おわりに 
 
本研究では，2016年熊本地震による影響を受けた高速
道路網の日交通量データを用いて，時空間的な変動を可
視化するとともに高速道路機能の分析を行った．主な成
果を以下に列挙する． 
(1) 短期的な自動車交通量の変化に着目すると，前震に
よって九州自動車道が通行止めとなり，代替ルート
として大分自動車道や東九州自動車道が機能してい
た．しかし，本震の発生により熊本県・大分県で交
通が寸断された．その後，交通規制が解除されると
もに交通量は徐々に回復し，5 月中旬以降にほぼ地
震前の水準まで回復した． 

(2) 地震前後の 2ヶ月間の自動車交通量の変化に着目す
ると，本震後，九州自動車道の広川 IC~八女 IC間で
交通量が増加傾向にあった．これは，熊本港・三角
港を中心とする海上からの支援物資の輸送 7)に伴う
影響と考えられる． 

(3) 日平均走行速度に着目すると，九州自動車道の通行
止め区間では最大 80km/h程度低下した．通行止め区
間から遠ざかるにつれて，日平均走行速度の低下が
緩和される傾向にあった．通行止めが解除されると，
車線規制が行われていた一部区間を除いて地震前の
水準まで回復した．一方，大分自動車道では，日平
均走行速度がほぼ変化しなかった．交通容量の余裕
の有無が日平均走行速度の変化の有無をもたらした
と推察される． 

(4) 2016 年熊本地震を対象として，高速道路のネットワ
ーク施設水準・機能水準 4)を用いた評価を行った．
施設水準 N，L は，九州自動車道では前震と本震に
よって，大分自動車道では本震によって，平常時に
比べて約 60～100%低下した．一方，機能水準 Vは両
自動車道とも本震後に同約 50～80%低下した．その
後，各指標は交通規制が解除されるにつれて回復し，
約 2～3週間で地震前の水準近くまで回復した．両自
動車道とも機能水準は，施設水準と比較して回復が
遅いことが共通している． 

(5) 阪神・淡路大震災及び東日本大震災の事例 5)と 2016
年熊本地震との事例間比較を行った．いずれの地震
においても，施設水準 N，L が回復しなければ機能
水準 Vが地震前の水準に達しないことが明らかとな
った． 
今後，一般道の交通動態との関連に注目した分析を行
うとともに，高速道路の通行止め状況と計測震度との関
係について分析を行う方針である． 
 
謝辞：交通量データ収集にあたっては，西日本高速道路
(株) 九州支社 道路管制センター交通計画課 福山良太氏

の協力を得た．記して深謝の意を表する． 
 
補注 
(1) 図示は省略するが，自動車交通量の長期的な傾向を述べる．

6月下旬から7月中旬にかけて，九州自動車道「被災地近傍」
の区間①～④や大分自動車道「被災地への主要アクセス道路」

の区間⑦⑧で突発的に日平均交通量が減少した．これは，梅

雨前線や九州北部豪雨などの影響と推察される．8月中旬の
急激な交通量の増加は，お盆前後の夏季休暇による影響と考

えられる．また，大分自動車道では，長期的にはすべての区

間で交通量の増加が見られた．これは，九州観光周遊ドライ

ブパスによる影響20)と推察される．このサービスは，西日本

高速道路株式会社九州支社が九州地方の観光支援を目的とし

て，同社が管理する高速道路が定額で乗り放題となるもので

あり，2016年7月15日（金）～12月18日（日）まで実施され
た．この他にも，東九州道日出線の椎田南IC～豊前IC間（い
ずれのICも福岡県）が2016年4月24日に新しく開通した．地
震前後2ヶ月間は，開通の影響は限定的であった．しかし，
長期的には交通ネットワークが連結された効果により，大分

自動車道における「被災地近傍」の自動車交通量の増加に寄

与したものと推察される． 
(2) 地震当日のVの値には，地震発生時刻（東日本大震災は14時

46分，2016年熊本地震の前震は21時26分）までの交通量を含
むため，見かけの低下度合いが小さい． 

(3) ただしVに関しては，対象区間において交通量が最も多い九

州自動車道の植木IC～八代IC間が地震による通行止めの影響
（注：提供データの表記であり，同IC区間において交通量が
観測された期間もあるため欠測の可能性がある）を受けてい

た．このため，図-11(c)で示した結果は実際よりもVが低下し

ているように見える可能性がある． 
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SPATIO-TEMPORAL ANALYSIS OF FUNCTIONAL DAMAGE AND 
RESTORATION PROCESS ON HIGHWAY NETWORKS 

IN THE 2016 KUMAMOTO EARTHQUAKE 
 

Hiroki KATO, Nobuoto NOJIMA and Tae SATO 
 

In this paper, daily traffic volumes on highway networks damaged in the 2016 Kumamoto Earthquake 
Disaster were spatiotemporally visualized and analyzed. The network functions of highways in Kumamo-
to and Oita prefectures were severed immediately after the main shock. Once the traffic restrictions and 
controls were lifted, traffic volumes got back to normal after mid-May. Next, in order to understand an in-
itial response after an earthquake, trends of restoration and traffic flow, average daily travel speeds were 
also shown. Moreover, three kinds of highway network performance measures were assessed. Two physi-
cal measures describing the number of sections and total distances opened to traffic decreased by approx-
imately 60% to 100% than normal in Kyusyu expressway and Oita expressway, while the functional 
measure describing traffic volumes decreased by approximately 50% to 80%. Each measure got back to 
normal within three weeks after the earthquake. Comparison with the past two catastrophic disasters, the 
Great Hanshin-Awaji Earthquake Disaster and the Great East Japan Earthquake Disaster were made. The 
functional measures were consistently lower than the physical measures, reaching the pre-quake level af-
ter the physical measures completely recovered. 


